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まず、全日本病院協会が1996年7 月に実施した調査結果からみてみたい1)。569
病院全体としては、52.5％（299病院）が2 交替制を行っている。3 交替制は35.9 ％（204 病
院）で、変則3 交替制(36 病院、6.3％）を含めれば42.4％（240病院）となっている。






規模が大きい程、3 交替制をとっている病院の割合が高くなる傾向がみられる（表I 一1 を参照。）。
表I －1 看護体制について
病院種 別：全 体 （単位 ：施設、％）
病床 数 合計
































全国病院経営管理学会では、1997年5 月（第1 次調査）、7 月（第2 次調査）に「病院給与・労働
条件実態調査」を行っている2）。ここではその調査結果を整理する。
この調査によれば、病院統計では、3 交替制をとっている病院は35.7％、2 交替制をとっている
病院は14.3％となっている。また、「3 交替と2 交替」と答えたのが12.5％、「3 交替と2 交替と宿
直」と答えたのが3.6％で、2 交替・3 交替混合型が両者の合計で、16.1％もある。公的病院に限っ
ては、2 交替制をとっている病院はなく、私的病院では2 交替制をとっているのは18.6％の病院で




区 分 3 交 替 3交替と宿直 3 交替と2 交替 2 交 替




公 的 病 院


















表I －1 及び表I －2 の調査結果から、公的病院においては3 交替制をとっている病院が多いこ
と、私的病院では公的病院に比べて3 交替制をとっている割合が低いことは指摘することができる。


















次に、表I －2 の結果から、公的病院においては3 交替制をとっている病院が多いことが指摘で






よりも若干多いといえる。この結果は、表I －1 の調査結果と同様の傾向を示している。表I －2 の
調査対象となった私的病院が348施設と、3 つの調査の中では少なく、他の2 つの調査が同様の結果
を示していることから、私的病院では2 交替制の方が多いといえるのではないか（表I －3 参照）。
表I-3 看護職員の夜勤体制〔複数回答〕・設置主体
（％）






























































































































































表n －1 変則3 交替制、2 交替制導入にあたっての工夫〔複数回答〕ツ 許可病床数(
変則3 交替制または2 交替制を導入している病院)
(％)







































































































































































病院は少ない ようである( 表II －3 を参照。)。
表H －3 所定休憩時間に休憩をとれないときの扱い・設置主体(
％)






















































資料出所：表I －3 に同じ。123 頁。

























































































































まず、3 交替制におけ る夜勤人員について整理す る。2
人と回答した病院が最も多 く、深夜で53.0 ％（2,363 病院中、1,252病院）、準夜で45.2 ％（2,361 病
院中、1,067 病院）と約半分の割合になっている。
次いで、3 人と回答した病院が深夜で36.6 ％(2,363 病院中、865 病院）、準夜で41.4 ％(2,361 病
院中、978 病院） となっている。ここ数年の傾向としては、3 人以上の夜勤人員 の病院 が増 えてい
るレ4 人の病院の割合は深夜で4.6 ％（2,363 病院中、lo 病院）、準夜で6.0 ％（2,361 病院中、141病_
院し となっているが、1 人の病院についてぱ、深夜で1.4 ％(33 病院）、準夜で1.1 ％（27病院）と少
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な くなっている（表I －1 を参照。）。
表Ⅲ－1 夜勤人員（準夜・深夜）
（単位：病棟数）
準 夜 深 夜






















合 計 2,361100.0 2,363100.0
























資料出所：表 Ⅲ－1 に同じ。25 頁。
（3）夜勤回数3
交替制では、夜勤回数8 回の病院が最も多く39.1％（看護職員51,402名中、20,106名）、次いで7
回が20.2％（10,374名）、次いで9 回が18.4％（9,442名）の順になっており、7 ・8 ・9 回の合
計は77.7％ということになる。約8 割近くが7 ・8 ・9 回に集中していることがわかる。1 ヵ月の
平均夜勤回数は7.73回になる（表 Ⅲ－3 を参照。）。





























回が17.3％、3 回が14.3％の順になっており、3 ・4 ・5 回の合計は81.2％ということになり、約8
割が3 ・4 ・5 回に集中している。平均夜勤回数は4.27回である（表m －4 を参照。）／2
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夜勤回数の時系列的変化をみてみると、1991年までは9 回が最も多かったが、その後、9回の割合
は減少し、1997年には1991年の55.8％にまで減っている。しかし、1997年の8 回は1991年の131.6％





















































































専従体制 のデ ズリットを まとめた のが表 Ⅲ－7 である。
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おわりに
























































□99床以下 □100～199床 圖200～299床 ‐300 ～499床 ■500床以上
78
6 ）
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看護補助者の夜勤体制（複数回答）・設置主体
(％)


































































































































































































＊1991 、1995 年は日本看護協会「病院看護基礎調査」に よる。1996 年は 今回調査o（ ）内は 回答病院
数。％は回答病院数を100 ％とした場合の値。













直 明 け が あ る 場 合 直 明 け が な い 場 合
深夜割増を 含まない 深夜割増を含む 深夜割増を含 まない 深夜割増 を含む
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所定休憩時間に休憩をとれないときの扱い・看護職員の夜勤体制［複数回答］
犬 全 体 3 交替 変則3 交替 2 交替 当 直
計 2,977(100.0)



























）休憩室を設置している病院の割合は、2 交替制で93.3％、変則3 交替制で92.3％、3 交替制で85.0 ％と
なっている。つまり、長時間夜勤の病院程、設置状況は良いといえる。
夜勤時休憩室の設置・看護職員の夜勤体制〔複数回答〕
犬 全 体 3 交替 変則3 交替 2 交替 当 直



















































（414）(34 ） （305） （32） （35） （8）100.00.091.36.50.02.2
（138） （O） （126） （9） （O） （3）100.01.879.88.68.61.2
（163） （3） （130） （14） （14) （2）100.017.656.99.813.72.0
（51) （9） （20） （5） （7） （1）100.035.532.36.522.63.2





病 床 数 合 計 看護部長・総婦 その他看護部職員 院長・理事長 事 務 長
その他






100.019.12.43.436.232.66.3（414） （79） （10） （14） （150） （135） （26）100.013.82.27.252.918.15.8
（138） （19） （3） （10） （73） （25） （8）100.022.13.10.635.631.37.4
（163） （36）(5 ） （1） （58) （51) （12）100.023.53.92.017.645.17.8
（51) （12）(2 ） （1） （9) （23） （4）100.019.40.03.216.158.13.2







資料出所：『病院経営新事情』、No.171、産労総合研究所、1998 年7 月20 日、27頁。16
）保育所の月額利用料を病床規模別にまとめたのが以下の表である。
保育所の月額利用料
（ 単 位 ： ％ 、（ ） 内施設数）







（190 ） （52） （95） （14 ） （8） （18 ） （3）100.037.048.1
一 －7.47.4
（27） （10 ） （13） （o） （O） （2） （2）100.028.048.49.75.48.60.0
（93） （26 ） （45 ） （9 ） （5） （8） （O）100.022.645.23.23.222.63.2
（31) （7） （14 ） （1） （1） （7） （1）100.023.159.010.35.12.60.0
（39 ） （9） （23 ） （4 ） （2） （1） （O）
資料出所：同上、29頁。
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17）他 の保育園の保育料補助を実施している病院は17.4 ％（414 病院中、72病院）となってお り、子連れ時差出





子連れ時差出勤制度 他の保育園の保育料補助 ベビ ーシッター利用料補助







（414）(26 ） （226） （162） （72） （209） （133） （6） （274） （134）100.07.231.960.921.030.448.63.647.149.3
（138） （10） （44) （84） （29）(42 ） （67） （5） （65） （68）100.06.163.230.716.057.127.00.672.427.0
（163） （10） （103） （50） （26） （93） （44） ① （118） （44）100.03.966.729.415.762.721.6
－76.523.5
（51) （2） （34） （15） （8） （32） （H ） （O） （39） （12）100.06.572.621.014.567.717.7
－83.916.1












（48) （9） （5） （33） （1）100.021.78.765.24.3
（23） （5） （2） （15） （1）100.016.716.766.7
－
（12） （2） （2） （8） （O）100.0
－20.080.0 －
（5） （O） （I）C4 ） （O）100.025.0
－75.0 －






























合 計 51100.0 42.93100.0
資料出所：注19 に同じ。26頁。23
）3 交替制の深夜と2 交替制の夜勤人員比較を1 つにまとめると次のようになる。
夜勤人員比較
（単位：病棟）






















合 計 2,363100.0 114100.0
資料出所：同上。24

















1985年 1986 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997






























































































































（1998 年9 月28 日受理）
